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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音声パケットデータを移動局に無線送信する無線基地局の送信制御方法において、
　取得した前記移動局宛ての音声パケットデータをバッファメモリに格納し、前記バッフ
ァメモリ内の音声パケットデータが所定量に達するのを待って、所定の周期で前記バッフ
ァメモリ内の音声パケットデータを前記移動局に順次無線送信する処理を開始し、
　前記移動局が他の無線基地局へハンドオーバを行うことが決定されると、前記所定の周
期で特定されるタイミングのうちハンドオーバ決定後の最も早いタイミングで、前記バッ
ファメモリ内の全てまたは複数の音声パケットデータを前記移動局に無線送信する、
　ことを特徴とする送信制御方法。
【請求項２】
　ハンドオーバの決定後、前記移動局への音声パケットデータの送信スケジュールを前記
他の無線基地局に通知することを特徴とする請求項１記載の送信制御方法。
【請求項３】
　前記バッファメモリ内の全ての音声パケットデータの無線送信は、前記所定の周期で特
定されるタイミングのうちの複数のタイミングに分けて行うことを特徴とする請求項１記
載の送信制御方法。
【請求項４】
　音声パケットデータを移動局に無線送信する無線基地局の送信制御方法において、
　取得した前記移動局宛ての音声パケットデータをバッファメモリに格納し、前記バッフ
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ァメモリ内の音声パケットデータが所定量に達するのを待って、所定の周期で前記バッフ
ァメモリ内の音声パケットデータを前記移動局に順次無線送信する処理を開始し、
　前記移動局が他の無線基地局へハンドオーバを行うことが決定されると、前記バッファ
メモリ内の全てまたは複数の音声パケットデータを前記移動局に無線送信し、
　音声パケットデータの送信開始後に前記移動局宛ての背景雑音パケットデータを取得す
ると、前記背景雑音パケットデータの直前の音声パケットデータを送信するときに、送信
周期の変更を示す信号を前記移動局に送信する、
　ことを特徴とする送信制御方法。
【請求項５】
　音声パケットデータを移動局に無線送信する無線基地局において、
　取得した前記移動局宛ての音声パケットデータを格納するバッファメモリと、
　前記バッファメモリ内の音声パケットデータが所定量に達するのを待って、所定の周期
で前記バッファメモリ内の音声パケットデータを前記移動局に順次無線送信する処理を開
始し、その後前記移動局が他の無線基地局へハンドオーバを行うことが決定されると、前
記所定の周期で特定されるタイミングのうちハンドオーバ決定後の最も早いタイミングで
、前記バッファメモリ内の全てのまたは複数の音声パケットデータを前記移動局に無線送
信する送信部と、
　を有することを特徴とする無線基地局。
【請求項６】
　音声パケットデータを無線基地局から受信して音声再生を行う移動局において、
　前記無線基地局から所定の周期で音声パケットデータを受信中に他の無線基地局へハン
ドオーバを行うことが決定されると、前記所定の周期で特定されるタイミングのうちハン
ドオーバ決定後の最も早いタイミングで、前記無線基地局がバッファメモリに保持してい
る全てのまたは複数の音声パケットデータを前記無線基地局から受信する受信部と、
　ハンドオーバの決定後、前記他の無線基地局から音声パケットデータの受信を開始する
までの間は、前記受信部で受信した前記無線基地局が前記バッファメモリに保持していた
音声パケットデータに基づいて所定の音声再生タイミングで音声再生を行う再生部と、
　を有することを特徴とする移動局。
【請求項７】
　移動局において所定の周期で利用されるデータブロックを、無線基地局から前記移動局
に無線送信する移動通信システムにおける制御方法において、
　取得した前記移動局宛てのデータを記憶部に格納し、前記記憶部内の前記移動局宛ての
データが、所定量に達するのを待って、その後、所定の周期で前記記憶部内のデータを前
記移動局に順次無線送信する処理を開始し、
　前記移動局についてのハンドオーバが決定されると、他の無線基地局へ接続が切替えら
れる前に、前記所定の周期で特定されるタイミングのうちハンドオーバ決定後の最も早い
タイミングで、前記記憶部に記憶されているデータのうち、少なくとも前記データブロッ
ク２ブロックに対応するデータ量以上の量のデータを一度に前記移動局に無線送信し、
　前記所定量は、前記データブロック２ブロックに対応するデータ量以上の量のデータで
ある、
　ことを特徴とする移動通信システムにおける制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は送信制御方法、無線基地局、移動局および制御方法に関し、特に音声パケット
データを無線で伝送する送信制御方法、無線基地局、移動局および制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、移動通信システムの分野では、多元接続方式としてＣＤＭＡ（Code Division Mu
ltiple Access）を採用した通信システムが運用されている。一方、更に高速で安定した
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無線通信を実現すべく、次世代移動通信システムの検討が盛んに行われている。例えば、
第３世代移動通信システムの仕様策定を行った３ＧＰＰ（3rd Generation Partnership P
roject）では、ＬＴＥ（Long Term Evolution）と呼ばれる新たな移動通信システムの仕
様が議論されている。
【０００３】
　ところで、移動通信システム上で実現される通信サービスの１つに、音声をパケットデ
ータとして伝送する音声パケット通信がある。音声パケット通信は、間欠的にパケットデ
ータが発生するという特徴がある。そこで、音声パケット通信では、伝送制御の方法とし
てPersistent Schedulingを用いることが考えられる。Persistent Schedulingでは、まず
無線基地局と移動局との間で送信周期を合意しておく。そして、無線基地局は合意した周
期で音声パケットデータを移動局に送信し、移動局は合意した周期で音声パケットデータ
を復号して再生する。
【０００４】
　このような音声パケット通信では、伝送経路上で伝送遅延やパケットロスが発生すると
移動局は所望の周期で音声パケットデータの復号・再生が行えなくなり、音声再生品質が
低下するという問題がある。これに対し、伝送遅延やパケットロスの発生を抑制する技術
としては以下のものがある。
【０００５】
　第１に、輻輳状況の変化などが原因で生じる伝送間隔の揺らぎ（ジッター）があっても
所望の周期で音声パケットデータを再生できるように、移動局にジッターを吸収するため
のバッファメモリを設ける方法がある（例えば、特許文献１参照）。第２に、ハンドオー
バの際に伝送経路の設定変更が原因で生じる伝送遅延を抑制するために、ハンドオーバの
発生を予測して可能な設定変更を事前に行っておく方法がある（例えば、特許文献２，３
参照）。第３に、ハンドオーバ時のパケットロスの発生を抑制するために、ハンドオーバ
元の無線基地局に到着したパケットをハンドオーバ先の無線基地局に転送する方法がある
（例えば、特許文献４参照）。
【特許文献１】特開２００４－２９７５９１号公報
【特許文献２】特開２００２－３２５２７５号公報
【特許文献３】特開２００２－３３５５５３号公報
【特許文献４】特開２００１－３３９７５２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、上記特許文献１～４に記載の方法では、ハンドオーバ時には依然として、移動
局への音声パケットデータの到達が遅れて、音声再生品質が低下する可能性があるという
問題がある。例えば、上記特許文献４に記載の方法では、無線基地局間でパケットが転送
されるため、パケットロスは抑制されるものの、移動局への到着が所望の再生タイミング
に間に合わないことが考えられる。
【０００７】
　本発明はこのような点に鑑みてなされたものであり、ハンドオーバ時の音声再生品質の
低下を抑制できる送信制御方法、無線基地局、移動局および制御方法を提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、音声パケットデータを移動局に無線送信する無線基地局の
送信制御方法が提供される。この送信制御方法では、取得した移動局宛ての音声パケット
データをバッファメモリに格納し、バッファメモリ内の音声パケットデータが所定量に達
するのを待って、所定の周期でバッファメモリ内の音声パケットデータを移動局に順次無
線送信する処理を開始する。移動局が他の無線基地局へハンドオーバを行うことが決定さ
れると、バッファメモリ内の全てまたは複数の音声パケットデータを移動局に無線送信す
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る。移動局では、受信した音声パケットデータを、所定の音声再生タイミングで再生がな
されるまで蓄積しておく。
【０００９】
　このような送信制御方法によれば、バッファメモリ内の音声パケットデータが所定量に
達してから、所定の周期で音声パケットデータを移動局に無線送信する処理が開始される
。そして、移動局が他の無線基地局へハンドオーバを行うことが決定されると、バッファ
メモリ内の全てまたは複数の音声パケットデータが移動局に無線送信される。
【００１０】
　また、上記課題を解決するために、音声パケットデータを移動局に無線送信する無線基
地局が提供される。この無線基地局は、バッファメモリおよび送信部を有する。バッファ
メモリは、取得した移動局宛ての音声パケットデータを格納する。送信部は、バッファメ
モリ内の音声パケットデータが所定量に達するのを待って、所定の周期でバッファメモリ
内の音声パケットデータを移動局に順次無線送信する処理を開始し、その後、移動局が他
の無線基地局へハンドオーバを行うことが決定されると、バッファメモリ内の全てまたは
複数の音声パケットデータを移動局に無線送信する。
【００１１】
　このような無線基地局によれば、送信部により、バッファメモリ内の音声パケットデー
タが所定量に達してから、所定の周期で音声パケットデータを移動局に無線送信する処理
が開始される。そして、移動局が他の無線基地局へハンドオーバを行うことが決定される
と、バッファメモリ内の全てまたは複数の音声パケットデータが移動局に無線送信される
。
【００１２】
　また、上記課題を解決するために、音声パケットデータを無線基地局から受信して音声
再生を行う移動局が提供される。この移動局は、受信部および再生部を有する。受信部は
、無線基地局から所定の周期で音声パケットデータを受信中に他の無線基地局へハンドオ
ーバを行うことが決定されると、無線基地局がバッファメモリに保持している全てまたは
複数の音声パケットデータを無線基地局から受信する。再生部は、ハンドオーバの決定後
、他の無線基地局から音声パケットデータの受信を開始するまでの間は、受信部で受信し
た無線基地局がバッファメモリに保持していた音声パケットデータに基づいて所定の音声
再生タイミングで音声再生を行う。
【００１３】
　このような移動局によれば、他の無線基地局へハンドオーバを行うことが決定されると
、受信部により、無線基地局のバッファメモリに保持されている全てまたは複数の音声パ
ケットデータが受信される。そして、再生部により、ハンドオーバの決定後、他の無線基
地局から音声パケットデータの受信が開始されるまでの間は、無線基地局のバッファメモ
リに保持されていた音声パケットデータに基づいて所定の音声再生タイミングで音声再生
が行われる。
【発明の効果】
【００１４】
　上記方法または装置によれば、ハンドオーバ時の音声再生品質の低下が抑制される。
　本発明の上記および他の目的、特徴および利点は本発明の例として好ましい実施の形態
を表す添付の図面と関連した以下の説明により明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本実施の形態を示す図である。
【図２】移動通信システムのシステム構成を示す図である。
【図３】無線基地局の機能を示すブロック図である。
【図４】移動局の機能を示すブロック図である。
【図５】バッファリングメッセージの送信例を示す図である。
【図６】バッファリングメッセージの他の送信例を示す図である。
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【図７】パケット送信制御の手順を示すフローチャートである。
【図８】移動元無線基地局のハンドオーバ制御の手順を示すフローチャートである。
【図９】移動先無線基地局のハンドオーバ制御の手順を示すフローチャートである。
【図１０】移動局のハンドオーバ制御の手順を示すフローチャートである。
【図１１】ハンドオーバ制御処理の流れを示すシーケンス図である。
【図１２】パケットの流れの第１の例を示す図である。
【図１３】パケットの流れの第２の例を示す図である。
【図１４】パケットの流れの第３の例を示す図である。
【図１５】パケット送信制御の他の手順を示すフローチャートである。
【図１６】パケットの流れの第４の例を示す図である。
【図１７】パケットの流れの第５の例を示す図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本実施の形態を図面を参照して詳細に説明する。
　図１は、本実施の形態を示す図である。図１に示す移動通信システムは、音声パケット
データを無線で伝送することができる。この移動通信システムは、無線基地局１０，１０
ａおよび移動局２０を有する。ここで、移動局２０の現在の接続先は無線基地局１０であ
るとする。
【００１７】
　無線基地局１０は、バッファメモリ１１および送信部１２を有する。バッファメモリ１
１は、取得した移動局２０宛ての音声パケットデータをバッファリングする（ステップＳ
１）。送信部１２は、バッファメモリ１１にバッファリングされた音声パケットデータが
所定量（例えば、Ｎ個（Ｎは２以上の自然数）の音声パケットデータに対応するデータ量
以上のデータ量）に達するのを待って、移動局２０への音声パケットデータの無線送信を
開始する（ステップＳ２）。音声パケットデータの送信は、例えば、バッファメモリ１１
の先頭から順に（先に到着した順に）音声パケットデータを取り出して所定の周期で送信
することで行う。送信すべき（再生される）音声パケットデータの順とは異なる順で音声
パケットデータを取得する場合には、音声パケットデータ等に含まれる順序情報（シーケ
ンス番号等）を用いて順番通りにバッファメモリ１１から音声パケットデータを取り出し
、送信すればよい。
【００１８】
　その後、移動局２０が無線基地局１０ａへハンドオーバを行うことが決定されると、送
信部１２は、バッファメモリ１１にバッファリングされている全ての移動局２０宛ての音
声パケットデータまたはバッファリングされている複数Ｎ個（例えば、２個の音声パケッ
トデータのデータ量以上の量）の移動局２０宛ての音声パケットデータを移動局２０に無
線送信する（ステップＳ３）。ここで、ハンドオーバ決定後の音声パケットデータの無線
送信は、ハンドオーバ前の送信スケジュールに従ったタイミングで行ってもよいし、ハン
ドオーバ前の送信スケジュールに依存しない任意のタイミングで行ってもよい。また、バ
ッファリングされている音声パケットデータを１回に纏めて送信してもよいし、複数回に
分割して送信してもよい。更に、無線伝搬状況により全ての音声パケットデータを送信す
ることが困難な場合、送信可能な分の音声パケットデータだけ送信してもよい。
【００１９】
　移動局２０は、受信部２１および再生部２２を有する。受信部２１は、無線基地局１０
が所定の周期で送信する音声パケットデータを無線で受信する。また、受信部２１は、ハ
ンドオーバ決定後に、バッファメモリ１１にバッファリングされていた全ての音声パケッ
トデータを無線で受信する。再生部２２は、受信部２１が受信する音声パケットデータを
所定のタイミングに基づいて再生する。ここで、再生部２２は、ハンドオーバ決定後、無
線基地局１０ａ経由での音声パケットデータの受信を開始するまでの間は、受信部２１が
ハンドオーバ決定後に無線基地局１０から受信した音声パケットデータを所定のタイミン
グに基づいて再生する。
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【００２０】
　このような移動通信システムによれば、無線基地局１０のバッファメモリ１１にバッフ
ァリングされた音声パケットデータが所定量に達してから、送信部１２により音声パケッ
トデータの無線送信が開始される。そして、移動局２０の受信部２１により音声パケット
データが無線で受信され、再生部２２により音声再生が行われる。その後、移動局２０が
無線基地局１０ａへハンドオーバを行うことが決定されると、送信部１２によりバッファ
メモリ１１にバッファリングされている全ての（または複数Ｎ個または２個のデータ量以
上の量または送信可能な最大限の）音声パケットデータが無線送信される。そして、受信
部２１により音声パケットデータが無線で受信され、再生部２２によりこの音声パケット
データに基づいてハンドオーバ完了前でも継続して音声再生が行われる。
【００２１】
　これにより、ハンドオーバの際に移動局２０に到着する音声パケットデータが遅延する
ことを抑制することができる。従って、移動局２０はハンドオーバ実行中も所望の周期で
継続して音声パケットデータを再生することができ、音声再生品質の低下が抑制される。
【００２２】
　なお、無線基地局１０は、ハンドオーバ決定後、ハンドオーバ前の送信スケジュールを
無線基地局１０ａに通知するようにしてもよい。これにより、無線基地局１０ａは移動局
２０への音声パケットデータの送信処理を円滑に引き継ぐことができる。また、無線基地
局１０は、音声パケットデータが連続的に到着する区間（有音区間）と背景雑音パケット
データが連続的に到着する区間（無音区間）とが交互に現れる場合、有音区間の開始毎に
音声パケットデータのバッファリングを行うようにしてもよい。また、無線基地局１０は
、有音区間後に最初に背景雑音パケットデータが到着した際に、移動局２０にその旨の信
号を送信するようにしてもよい。これにより、移動局２０はより早く受信モードの切り替
えを行うことができる。
【００２３】
　［第１の実施の形態］
　以下、第１の実施の形態を図面を参照して詳細に説明する。
　図２は、移動通信システムのシステム構成を示す図である。第１の実施の形態に係る移
動通信システムは、パケットデータを無線で伝送する通信システムである。この移動通信
システムは、無線基地局１００，１００ａ，１００ｂ、移動局２００，２００ａおよび上
位局３００を有する。
【００２４】
　無線基地局１００，１００ａ，１００ｂは、それぞれの電波到達範囲（セル）内にいる
移動局と無線通信を行うことができる無線通信装置である。無線基地局１００，１００ａ
，１００ｂは、上位局３００と有線または無線のネットワークで接続されている。また、
無線基地局１００と無線基地局１００ａとは有線または無線のネットワークで接続されて
いる。無線基地局１００，１００ａ，１００ｂは、セル内の移動局から取得するパケット
データを上位局３００に転送する共に、上位局３００から取得するパケットデータを無線
送信することができる。また、無線基地局１００，１００ａは、ハンドオーバの際、上位
局３００を経由せずにパケットデータを適切な無線基地局に転送することができる。
【００２５】
　移動局２００，２００ａは、無線基地局１００，１００ａ，１００ｂと無線通信を行う
ことができる無線端末装置である。移動局２００，２００ａは、例えば、携帯電話機であ
る。移動局２００，２００ａは、無線基地局経由で他の移動局との間でパケットデータを
送受信することができる。移動局２００，２００ａが送受信するパケットデータには、例
えば、ＶｏＩＰ（Voice over Internet Protocol）パケットデータがある。
【００２６】
　上位局３００は、移動局２００，２００ａが現在属するセルを管理し、取得したパケッ
トデータをパケットの宛先に応じて適切な無線基地局に転送する中継装置である。上位局
３００は、例えば、コアネットワーク内に配置されたパケット交換機に相当する。
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【００２７】
　なお、無線基地局１００，１００ａ，１００ｂと上位局３００との間に、他の中継装置
を設置してもよい。また、無線基地局１００と無線基地局１００ａとが直接通信を行うの
ではなく、上位局３００経由で通信を行うようにしてもよい。ここでは、現在、移動局２
００は無線基地局１００，１００ａの電波を受信していると共に無線基地局１００を接続
先としており、移動局２００ａは無線基地局１００ｂを接続先としているものとする。
【００２８】
　次に、無線基地局１００および移動局２００のモジュール構成について説明する。なお
、無線基地局１００ａ，１００ｂは、無線基地局１００と同様のモジュール構成によって
実現できる。また、移動局２００ａは、移動局２００と同様のモジュール構成によって実
現できる。
【００２９】
　図３は、無線基地局の機能を示すブロック図である。無線基地局１００は、バッファメ
モリ１１０、スイッチ１２０、スケジューラ１３０、送受信部１４０、送受信アンテナ１
５０および制御部１６０を有する。
【００３０】
　バッファメモリ１１０は、到着したＶｏＩＰパケットデータを一時的に格納するメモリ
である。バッファメモリ１１０には、２つの格納領域が設けられている。一方の格納領域
には、上位局３００から受信したＶｏＩＰパケットデータが格納される。他方の格納領域
には、隣接する無線基地局である無線基地局１００ａから受信したＶｏＩＰパケットデー
タが格納される。２つの格納領域は、物理的に２つのメモリ装置を設けることで実現して
もよいし、１つのメモリ装置の記憶領域をソフトウェア的に２つに分割することで実現し
てもよい。バッファメモリ１１０は、制御部１６０の制御に応じて、格納されたＶｏＩＰ
パケットデータをスイッチ１２０に出力する。
【００３１】
　スイッチ１２０は、バッファメモリ１１０から出力されるＶｏＩＰパケットデータを、
その送信先に応じて振り分ける。移動局２００に無線送信するＶｏＩＰパケットデータで
ある場合、スイッチ１２０はそれをスケジューラ１３０に出力する。無線基地局１００ａ
または上位局３００に転送するＶｏＩＰパケットデータである場合、スイッチ１２０はそ
れを対応する有線または無線のネットワークに出力する。
【００３２】
　スケジューラ１３０は、移動局２００との無線通信に用いる無線リソース（送信タイミ
ングおよび送信周波数帯域）を管理する。スケジューラ１３０は、スイッチ１２０から出
力されるＶｏＩＰパケットデータおよび他のパケットデータを取得すると、送信に用いる
無線リソースを特定して、送受信部１４０にパケットデータを出力する。
【００３３】
　送受信部１４０は、スケジューラ１３０からパケットデータを取得し、制御部１６０か
ら無線通信に関する各種制御情報を取得する。そして、送受信部１４０は、パケットデー
タおよび制御情報の符号化・変調を行い、送受信アンテナ１５０に出力する。また、送受
信部１４０は、送受信アンテナ１５０から受信信号を取得し、復調・復号を行う。ここで
得られたパケットデータは、その宛先に応じて転送するために内部に取り込まれ、得られ
た制御情報は、制御部１６０に出力される。
【００３４】
　送受信アンテナ１５０は、送信・受信共用のアンテナである。送受信アンテナ１５０は
、送受信部１４０から取得する送信信号を無線送信する。また、送受信アンテナ１５０は
、移動局２００から受信する受信信号を送受信部１４０に出力する。
【００３５】
　制御部１６０は、移動局２００・無線基地局１００ａ・上位局３００から取得する各種
制御情報やパケットデータの送受信状況に基づいて、無線基地局１００全体を制御する。
また、制御部１６０は、必要に応じて移動局２００・無線基地局１００ａ・上位局３００
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に対して各種制御情報を出力する。制御部１６０は、スケジューラ管理部１６１、測定部
１６２、ＨＯ処理部１６３およびバッファ管理部１６４を有する。
【００３６】
　スケジューラ管理部１６１は、スケジューラ１３０を制御し、パケットデータの送信ス
ケジュールを管理させる。特に、スケジューラ管理部１６１は、移動局２００とＶｏＩＰ
パケット通信を開始する際に、Persistent Schedulingを行うことをスケジューラ１３０
に指示する。Persistent Schedulingでは、音声を再生するための音声パケットデータが
連続的に伝送される区間（有音区間、Talkspurt区間）と、背景雑音を再生するための背
景雑音パケットデータのみが連続的に伝送される区間（無音区間、silent区間）それぞれ
について、所定の周期の無線リソースが一括で予約される。有音区間と無音区間とでは送
信周期は異なってよい。また、スケジューラ管理部１６１は、ＶｏＩＰパケット通信の継
続中に、必要に応じて再スケジューリングを行ってもよい。
【００３７】
　測定部１６２は、無線基地局１００，１００ａから移動局２００への通信リンク（下り
リンク）の無線品質を示す測定情報（Measurement Report）を収集する。測定情報は、移
動局２００からの制御情報として受信される。測定情報には、例えば、ＣＱＩ（Channel 
Quality Information）が含まれている。
【００３８】
　ＨＯ処理部１６３は、測定部１６２が収集する測定情報を継続的に監視し、移動局２０
０についてハンドオーバ（ＨＯ：HandOver）が必要か否か判断する。例えば、ＨＯ処理部
１６３は、無線基地局１００と移動局２００との間の無線品質よりも無線基地局１００ａ
と移動局２００との間の無線品質の方が良好になると、ハンドオーバが必要と判断する。
そして、ＨＯ処理部１６３は、移動先の無線基地局（例えば、無線基地局１００ａ）・移
動局２００・上位局３００との間で各種制御情報を送受信し、ハンドオーバ処理を実行す
る。一方、もし無線基地局１００が移動先の無線基地局として機能する場合、ＨＯ処理部
１６３は、移動元の無線基地局からの無線通信の引き継ぎに必要な各種処理を実行する。
【００３９】
　バッファ管理部１６４は、バッファメモリ１１０に格納されているＶｏＩＰパケットデ
ータを管理する。具体的には、バッファ管理部１６４は、有音区間の開始時に所定量の音
声パケットデータをバッファメモリ１１０にバッファリングさせる。その後、有音区間に
応じた周期（例えば、２０ｍｓ周期）で、移動局２００宛ての音声パケットデータをスイ
ッチ１２０に順次出力させる。また、無音区間では、無音区間に応じた周期（例えば、１
６０ｍｓ周期）で、移動局２００宛ての背景雑音パケットデータをスイッチ１２０に順次
出力させる。
【００４０】
　また、バッファ管理部１６４は、有音区間中にＨＯ処理部１６３によって移動局２００
のハンドオーバが決定されると、バッファメモリ１１０に格納されている全ての（または
複数Ｎ個または２個のデータ量以上の量または送信可能な最大限の）移動局２００宛ての
音声パケットデータをスイッチ１２０に出力させる。なお、設定により有音区間開始時の
バッファリング量は変更可能である。また、設定により有音区間開始時のバッファリング
を行わないようにすることも可能である。
【００４１】
　図４は、移動局の機能を示すブロック図である。移動局２００は、送受信アンテナ２１
０、送受信部２２０、バッファメモリ２３０、スイッチ２４０、再生部２５０および制御
部２６０を有する。
【００４２】
　送受信アンテナ２１０は、送信・受信共用のアンテナである。送受信アンテナ２１０は
、無線基地局１００，１００ａから受信する受信信号を送受信部２２０に出力する。また
、送受信アンテナ２１０は、送受信部２２０から取得する送信信号を無線送信する。
【００４３】
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　送受信部２２０は、送受信アンテナ２１０から受信信号を取得し、復調・復号を行って
自局宛てのパケットデータおよび制御情報を抽出する。ここで得られたパケットデータの
うちＶｏＩＰパケットデータはバッファメモリ２３０に出力され、得られた制御情報は、
制御部２６０に出力される。また、送受信部２２０は、送信するパケットデータを取得す
ると共に、制御部２６０から送信する制御情報を取得する。そして、送受信部２２０は、
パケットデータおよび制御情報の符号化・変調を行い、送受信アンテナ２１０に出力する
。また、送受信部２２０は、スイッチ２４０からビット誤りを含むＶｏＩＰパケットデー
タを取得すると、取得したＶｏＩＰパケットデータに応じて再送要求を行う。
【００４４】
　再送は、次のＶｏＩＰパケットデータの送信タイミング（有音区間であれば、例えば、
２０ｍｓ後の送信タイミング、無音区間であれば、例えば、１６０ｍｓ後の送信タイミン
グ）が訪れる前に行うこともできる。
【００４５】
　バッファメモリ２３０は、送受信部２２０から出力されるＶｏＩＰパケットデータを一
時的に格納するメモリである。バッファメモリ２３０に格納されたＶｏＩＰパケットデー
タは、制御部２６０によってビット誤りの有無が検査される。そして、制御部２６０の制
御に応じて、ＶｏＩＰパケットデータが順次スイッチ２４０に出力される。
【００４６】
　スイッチ２４０は、バッファメモリ２３０から出力されるＶｏＩＰパケットデータを、
ビット誤りの有無に応じて振り分ける。ビット誤りがないＶｏＩＰパケットデータは、再
生部２５０に出力する。ビット誤りがあるＶｏＩＰパケットデータは、送受信部２２０に
出力して、再送制御の対象とする。なお、再送処理を効率的に行うために、ビット誤りの
あるＶｏＩＰパケットデータをバッファメモリ２３０に残しておき、再送パケットデータ
と合成（ＨＡＲＱ（Hybrid Automatic Repeat Request）合成）するようにしてもよい。
【００４７】
　再生部２５０は、バッファメモリ２５１を有している。バッファメモリ２５１は、Ｖｏ
ＩＰパケットデータを一時的に格納するメモリである。再生部２５０は、スイッチ２４０
から取得するＶｏＩＰパケットデータをバッファメモリ２５１に格納する。また、再生部
２５０は、バッファメモリ２５１から、有音区間または無音区間に応じた周期でＶｏＩＰ
パケットを順次抽出し、復号して音声再生（プレイアウト）を行う。
【００４８】
　制御部２６０は、無線基地局１００，１００ａから取得する各種制御情報やパケットデ
ータの送受信状況に基づいて、移動局２００全体を制御する。また、制御部２６０は、必
要に応じて無線基地局１００，１００ａに対して各種制御情報を出力する。制御部２６０
は、測定部２６１、再送要求部２６２、再生管理部２６３およびＨＯ処理部２６４を有す
る。
【００４９】
　測定部２６１は、無線基地局１００，１００ａから移動局２００への下りリンクそれぞ
れの無線品質を継続的に測定する。無線品質の測定は、例えば、無線基地局１００，１０
０ａが定期また不定期で送信するパイロット信号を捕捉することで行うことができる。そ
して、測定部２６１は、測定情報を現在の接続先の無線基地局（例えば、無線基地局１０
０）宛てに制御情報として出力する。この測定情報には、例えば、ＣＱＩが含まれる。
【００５０】
　再送要求部２６２は、送受信部２２０による再送要求を制御する。具体的には、再送要
求部２６２は、バッファメモリ２３０に格納されたＶｏＩＰパケットデータのビット誤り
の有無を検査し、ビット誤りがある場合にはＶｏＩＰパケットデータを送受信部２２０に
戻すように制御する。そして、再送要求部２６２は、再送要求信号を送受信部２２０に出
力し、送受信部２２０が現在の接続先の無線基地局に対して再送要求を行うように制御す
る。ここで、再送制御では、誤りを含むビット範囲を特定して再送要求を行い、そのビッ
ト範囲に限定してパケットデータを再送してもらうことも可能である。
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【００５１】
　再生管理部２６３は、再生部２５０による音声再生を制御する。例えば、再生管理部２
６３は、ＶｏＩＰパケットデータの復号・再生を開始するタイミングや、有音区間および
無音区間それぞれにおけるＶｏＩＰパケットデータの復号・再生周期を指定する。なお、
有音区間開始時に音声パケットデータが所定量に達するまでバッファリングを行い、それ
から音声パケットデータの復号・再生を開始するように制御することも可能である。
【００５２】
　ＨＯ処理部２６４は、現在の接続中の無線基地局から制御情報としてハンドオーバ指示
の通知を受けると、移動元の無線基地局との間のリンク切断および移動先の無線基地局と
の間のリンク設定を行う。そして、ＨＯ処理部２６４は、移動先の無線基地局経由でパケ
ット通信を再開するよう送受信部２２０を制御する。
【００５３】
　ここで、有音区間中にハンドオーバの決定がなされると、送受信部２２０は、移動元の
無線基地局にバッファリングされていた全ての（または複数Ｎ個または２個のデータ量以
上の量または送信可能な最大限の）音声パケットデータを無線で受信する。この音声パケ
ットデータは、バッファメモリ２５１に格納される。そのため、ハンドオーバの決定から
移動先の無線基地局経由による通信再開までの間、音声パケットデータの受信が中断され
ても、再生部２５０は当初スケジューリングされた周期で音声再生を継続することができ
る。
【００５４】
　次に、以上のような構成を備える移動通信システムにおいて実行される処理の詳細を説
明する。以下では、移動局２００が、移動局２００ａからのＶｏＩＰパケットデータを無
線基地局１００経由で受信し、その後、無線基地局１００ａにハンドオーバを行うという
シナリオを考える。具体的には、（１）ＶｏＩＰパケット通信の開始前に無線基地局１０
０と移動局２００との間でなされるメッセージ送受信、（２）無線基地局１００における
ＶｏＩＰパケットデータの送信制御、（３）無線基地局１００，１００ａおよび移動局２
００それぞれのハンドオーバ制御の順に説明する。
【００５５】
　図５は、バッファリングメッセージの送信例を示す図である。無線基地局１００は、移
動局２００に対して、ＶｏＩＰパケット通信の開始前にバッファリングメッセージ１４１
を制御情報として無線送信する。
【００５６】
　バッファリングメッセージ１４１には、バッファリング指示情報（Buffering Indicato
r）とバッファリング量情報（Buffering Amount）とが含まれている。バッファリング指
示情報は、無線基地局１００または移動局２００による有音区間開始時のバッファリング
の有無を示す情報であり、例えば、１ビットで表現される。バッファリング量情報は、何
パケット分の音声パケットデータをバッファリングするかを示す情報であり、例えば、２
～３ビットで表現される。バッファリングの有無およびバッファリング量は、固定された
値を用いてもよいし、通信状況に応じて動的に決定される値を用いてもよい。
【００５７】
　ここで、バッファリング指示情報の意味は複数通りの解釈が可能である。バッファリン
グ指示情報における０，１それぞれが何の意味を有するかは、無線基地局１００と移動局
２００との間で予め合意しておく。以下、３つの解釈例を挙げる。第１の解釈は、０のと
き移動局２００でのバッファリングは必須とし無線基地局１００でのバッファリングは任
意とし、１のとき無線基地局１００でのバッファリングは必須とし移動局２００でのバッ
ファリングは任意とするという解釈である。第２の解釈は、無線基地局１００でのバッフ
ァリングは必須とし、移動局２００でのバッファリングは０のときは行わず１のときに行
うという解釈である。第３の解釈は、移動局２００でのバッファリングは必須とし、無線
基地局１００でのバッファリングは０のときは行わず、１のときは行うという解釈である
。



(11) JP 5041007 B2 2012.10.3

10

20

30

40

50

【００５８】
　このように、無線基地局１００および移動局２００のバッファリング状況を明確にし、
各装置がそれに従うことで、過剰なバッファリングが行われて移動局２００と移動局２０
０ａとの間の伝送遅延が大きくなったり、バッファリングが不十分なために音声再生品質
が低下したりすることを防止し、最適化を行うことが可能となる。なお、バッファリング
の有無とバッファリング量の既定値を設定しておき、既定値と異なるときのみバッファリ
ングメッセージを送受信するようにしてもよい。また、バッファリングの有無とバッファ
リング量の何れか一方のみを含むバッファリングメッセージを送受信してもよい。
【００５９】
　この場合、バッファリングメッセージ１４１には、バッファリング指示情報が含まれず
、バッファリング量情報だけ含めることもできる。バファリング量情報は、何パケット分
の音声パケットデータをバッファリングするかを示す情報であり、例えば２～３ビットで
表現される。バッファリングの有無およびバッファリング量は、固定された値を用いても
よいし、通信状況に応じて動的に決定される値を用いてもよい。
【００６０】
　ここで、バッファリング量情報は複数通りの解釈が可能である。バッファリング指示情
報における例えば２～３ビットそれぞれが何の意味を有するかは、無線基地局１００と移
動局２００との間で予め合意しておく。以下、３つの解釈例を挙げる。第１の解釈は、バ
ッファリング量がある指定量のとき移動局２００でのバッファリングは該量だけは必須と
し無線基地局１００でのバッファリングは任意とするか、無線基地局１００でのバッファ
リングは該指定量だけは必須とし移動局２００でのバッファリングは任意とするという解
釈である。第２の解釈は、無線基地局１００でのバッファリングは必須とし、移動局２０
０でのバッファリング量が０のときは行わず０以外のときに該指定量だけは行うという解
釈である。第３の解釈は、移動局２００でのバッファリングは必須とし、無線基地局１０
０でのバッファリングは０の時は行わず０以外のときに該指定量だけは行うという解釈で
ある。
【００６１】
　図６は、バッファリングメッセージの他の送信例を示す図である。図５に示したバッフ
ァリングメッセージの送信例では、無線基地局１００が移動局２００に対してバッファリ
ングの有無とバッファリング量とを指定するようにしたが、逆に移動局２００が無線基地
局１００に対してバッファリング有無とバッファリング量とを指定するようにしてもよい
。ここでは、ＶｏＩＰパケット通信の開始前に、移動局２００が無線基地局１００にバッ
ファリングメッセージ２２１を制御情報として無線送信している。
【００６２】
　バッファリングメッセージ２２１の意味は、前述のバッファリングメッセージ１４１の
意味と同様である。ただし、バッファリング指示情報の０，１の意味付けを逆にしてもよ
い。例えば、０は無線基地局１００でバッファリングを行うことを意味し、１は移動局２
００でバッファリングを行うことを意味するようにしてもよい。
【００６３】
　次に、無線基地局１００におけるＶｏＩＰパケットデータの送信制御について説明する
。なお、以下では、無線基地局１００でバッファリングを行うものとする。
　図７は、パケット送信制御の手順を示すフローチャートである。以下、図７に示す処理
をステップ番号に沿って説明する。
【００６４】
　［ステップＳ１１］制御部１６０は、移動局２００との間でPersistent Schedulingに
関するシグナリングを行う。例えば、制御部１６０は、ＲＲＣ（Radio Resource Control
）層において無線リソースの設定処理を行い、Ｌ１（レイヤ１：物理層）／Ｌ２（レイヤ
２：ＭＡＣ（Medium Access Control）層）において変調方式の設定処理を行う。そして
、制御部１６０は、スケジューラ１３０および送受信部１４０を制御して、ＶｏＩＰパケ
ットデータを送信できる状態にする。
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【００６５】
　［ステップＳ１２］制御部１６０は、有音区間の開始であるか否か、すなわち、移動局
２００宛ての音声パケットデータの先頭がバッファメモリ１１０に到着したか否か判断す
る。有音区間の開始である場合には、処理がステップＳ１３に進められる。有音区間の開
始でない場合には、処理がステップＳ１５に進められる。
【００６６】
　［ステップＳ１３］制御部１６０は、バッファメモリ１１０にバッファリングメッセー
ジで指定された量（例えば、２～３パケット分）の移動局２００宛ての音声パケットデー
タがバッファリングされるのを待つ。
【００６７】
　［ステップＳ１４］制御部１６０は、ステップＳ１３のバッファリングが完了すると、
バッファメモリ１１０を制御して、バッファリングされている音声パケットデータを有音
区間に対応する周期（例えば、２０ｍｓ周期）で順次出力させる。これにより、移動局２
００への音声パケットデータの間欠的・周期的な無線送信が開始される。その後、処理が
ステップＳ１２に進められる。なお、制御部１６０は、音声パケットデータを到着順に出
力させるのではなく、必要に応じて順序の並べ替えを行ってもよい。
【００６８】
　［ステップＳ１５］制御部１６０は、無音区間の開始であるか否か、すなわち、移動局
２００宛ての背景雑音パケットデータの先頭がバッファメモリ１１０に到着したか否か判
断する。無音区間の開始である場合には、処理がステップＳ１６に進められる。無音区間
の開始でない場合には、処理がステップＳ１７に進められる。
【００６９】
　［ステップＳ１６］制御部１６０は、次に背景雑音パケットデータを送信する順番にな
ると、バッファメモリ１１０を制御して、バッファリングされている背景雑音パケットデ
ータを無音区間に対応する周期（例えば、１６０ｍｓ周期）で順次出力させる。これによ
り、移動局２００への背景雑音パケットデータの間欠的・周期な無線送信が開始される。
その後、処理がステップＳ１２に進められる。
【００７０】
　［ステップＳ１７］制御部１６０は、移動局２００と移動局２００ａとの間のＶｏＩＰ
パケット通信が終了したか否か判断する。通信が終了した場合には、移動局２００宛ての
ＶｏＩＰパケットデータの送信制御を終了する。通信が終了していない場合には、処理が
ステップＳ１２に進められる。
【００７１】
　このようにして、無線基地局１００は、ＶｏＩＰパケット通信の開示にPersistent Sch
edulingを行い、音声パケットデータは有音区間に対応する周期（例えば、２０ｍｓ周期
）で無線送信すると共に、背景雑音パケットデータは無音区間に対応する周期（例えば、
１６０ｍｓ周期）で無線送信する。また、無線基地局１００は、有音区間の開始時は、所
定量（例えば、２～３パケット分）の音声パケットデータをバッファリングしてから、無
線送信を開始する。
【００７２】
　次に、無線基地局１００，１００ａおよび移動局２００それぞれのハンドオーバ制御に
ついて説明する。
　図８は、移動元無線基地局のハンドオーバ制御の手順を示すフローチャートである。以
下、図８に示す処理をステップ番号に沿って説明する。
【００７３】
　［ステップＳ２１］制御部１６０は、無線基地局１００，１００ａと移動局２００との
間の無線品質を示す測定情報を制御情報として移動局２００から取得する。
　［ステップＳ２２］制御部１６０は、ステップＳ２１で取得した測定情報に基づいて、
移動局２００が他の無線基地局（例えば、無線基地局１００ａ）にハンドオーバを行う必
要があるか否か判断する。ハンドオーバの必要がある場合には、処理がステップＳ２３に
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進められる。ハンドオーバの必要がない場合には、処理がステップＳ２１に進められ、次
に測定情報を取得するのを待つ。なお、以下では無線基地局１００から無線基地局１００
ａへハンドオーバを行うと決定されたものとして説明する。
【００７４】
　［ステップＳ２３］制御部１６０は、無線基地局１００ａに対してハンドオーバ要求を
送信する。ハンドオーバ要求には、例えば、移動局２００の識別情報や移動局２００が要
求するＱｏＳ（Quality of Service）など移動局２００に関する情報が含まれる。なお、
以下では無線基地局１００ａへのハンドオーバが許可されるものとして説明する。
【００７５】
　［ステップＳ２４］制御部１６０は、ステップＳ２３で送信したハンドオーバ要求に対
する許可応答を無線基地局１００ａから受信すると、無線基地局１００ａに対して音声パ
ケットデータについてのスケジュール情報を送信する。スケジュール情報には、例えば、
音声パケットデータのバッファリング量、前回スケジューリングを行った時刻、次回再ス
ケジューリングを行う予定であった時刻などが含まれる。
【００７６】
　時刻の通知方法は、例えば次の４つの方法が考えられる。（１）絶対時刻指定方法：前
回スケジューリングを行った時刻、次回スケジューリングを行う予定であった時刻はそれ
ぞれ移動元基地局が具備している絶対時刻で指定する。（２）相対時刻指定方法：前回ス
ケジューリングを行った時刻は移動元基地局の絶対時刻で指定し、次回再スケジューリン
グを行う予定であった時刻は、前回スケジューリングを行った時刻から何秒後に生じるか
を指定する。（３）サブフレーム絶対番号指定方法：前回スケジューリングを行った時刻
として移動元基地局が具備しているサブフレーム番号を指定し、次回再スケジューリング
を行う予定であった時刻もサブフレーム番号で指定する。（４）サブフレーム相対番号指
定方法：前回スケジューリングを行った時刻として移動元基地局が具備しているサブフレ
ーム番号を指定し、次回再スケジューリングを行う予定であった時刻は、前回スケジュー
リングを行ったサブフレームから何サブフレーム後かを指定する。以上の場合において、
移動元基地局と移動先基地局で時刻やサブフレームのずれを共有しておいてもよい。
【００７７】
　［ステップＳ２５］制御部１６０は、移動局２００に対するハンドオーバ指示を出力す
る。送受信部１４０は、制御部１６０が出力したハンドオーバ指示を制御情報として移動
局２００に無線送信する。
【００７８】
　［ステップＳ２６］制御部１６０は、バッファリングされている全ての（または複数Ｎ
個または２個のデータ量以上の量または送信可能な最大限の）移動局２００宛ての音声パ
ケットデータをバッファメモリ１１０に出力させる。このとき、バッファメモリ１１０に
は、有音区間開始時のバッファリング量程度（例えば、当初バッファリングしたパケット
数プラスマイナス１個の範囲内）の音声パケットデータが格納されていると期待される。
送受信部１４０は、バッファメモリ１１０から出力された音声パケットデータを移動局２
００に無線送信する。
【００７９】
　また、送受信部１４０は、必要に応じて、音声パケットデータを送信した旨および送信
した音声パケットデータ量を示す信号をＬ１／Ｌ２制御信号として無線送信する。ただし
、移動局２００がBlind Detectionを行う場合は、この制御信号は必ずしも必要でない。
【００８０】
　なお、制御部１６０は、バッファリングされている背景雑音パケットデータおよび出力
処理後に到着した移動局２００宛てのＶｏＩＰパケットデータについては、無線基地局１
００ａに転送する。
【００８１】
　［ステップＳ２７］制御部１６０は、無線基地局１００ａからリソース解放指示を受信
すると、上位局３００・無線基地局１００・移動局２００の間のＶｏＩＰパケット通信の
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ために予約されているリソースを解放する。
【００８２】
　このようにして、移動元の無線基地局である無線基地局１００は、移動局２００から継
続的に取得する測定情報に基づいて、ハンドオーバが必要か否かと移動先の無線基地局と
を決定する。そして、ハンドオーバを決定すると、無線基地局１００は、移動先の無線基
地局に対してＶｏＩＰパケット通信を引き継ぐために用いられるスケジュール情報を送信
すると共に、移動局２００に対してバッファリングしている全ての（または複数Ｎ個また
は２個のデータ量以上の量または送信可能な最大限の）音声パケットデータを無線送信す
る。その後、無線基地局１００経由でＶｏＩＰパケットデータを伝送するためのリソース
が解放される。
【００８３】
　なお、上記ステップＳ２４のスケジュール情報の送信は、ステップＳ２３のハンドオー
バ要求の送信と同時に行うことも可能であり、また、ハンドオーバ要求の送信後から無線
基地局１００ａがＶｏＩＰパケットデータの無線送信を開始するまでの任意のタイミング
で行うこともできる。また、上記ステップＳ２６の音声パケットデータの無線送信は、無
線基地局１００ａよりハンドオーバ応答を受信してから移動局２００が無線基地局１００
ａと同期確立を行うまでの間の任意のタイミングで行うこともできる。また、上記では下
りリンクの無線品質に基づいてハンドオーバを行うか決定したが、上りリンクの無線品質
も参照するようにしてもよい。
【００８４】
　図９は、移動先無線基地局のハンドオーバ制御の手順を示すフローチャートである。以
下、図９に示す処理をステップ番号に沿って説明する。なお、以下では、無線基地局１０
０の制御部１６０に相当するモジュールとして、無線基地局１００ａは制御部１６０ａを
備えているものとする。
【００８５】
　［ステップＳ３１］制御部１６０ａは、無線基地局１００からハンドオーバ要求を受信
すると、ハンドオーバ要求に含まれる情報に基づいて、移動局２００のハンドオーバを許
可するか否か判断する。そして、制御部１６０ａは、判断結果を無線基地局１００に応答
する。なお、以下ではハンドオーバを許可する場合について説明する。
【００８６】
　［ステップＳ３２］制御部１６０ａは、無線基地局１００からスケジュール情報を受信
する。そして、制御部１６０ａは、スケジューリング情報に基づいて、音声パケットデー
タのバッファリング量や送信開始のタイミングを決定する。例えば、制御部１６０ａは、
スケジュール情報によって通知されたバッファリング量を設定可能な最大値とし、それ以
下の範囲で実際のバッファリング量を決定することができる。
【００８７】
　［ステップＳ３３］制御部１６０ａは、移動局２００からの要求に応じて、移動局２０
０との間で同期確立を行い、ＶｏＩＰパケット通信可能な状態にする。
　［ステップＳ３４］制御部１６０ａは、移動局２００について無線基地局１００から無
線基地局１００ａへのハンドオーバが完了したことを上位局３００に報告する。これによ
り、上位局３００では移動局２００宛てのパケットの伝送経路の設定が変更される。
【００８８】
　［ステップＳ３５］制御部１６０ａは、ステップＳ３４で送信したハンドオーバ完了報
告に対する応答を上位局３００から受信すると、Persistent Schedulingにより移動局２
００との間のＶｏＩＰパケット通信に用いる無線リソースが確保されるよう制御する。
【００８９】
　［ステップＳ３６］制御部１６０ａは、無線基地局１００に対して、移動局２００のＶ
ｏＩＰパケット通信についてのリソースを解放するよう指示する。
　このようにして、移動先の無線基地局である無線基地局１００ａは、ハンドオーバ要求
後に移動元の無線基地局から受信するスケジュール情報に基づいて、音声パケットデータ
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のバッファリング量や送信開始のタイミングを調整する。そして、無線基地局１００ａは
、上位局３００にハンドオーバ完了報告を送信して、移動局２００宛てのＶｏＩＰパケッ
トデータの伝送経路を変更させる。これにより、無線基地局１００ａは、移動元の無線基
地局からＶｏＩＰパケット通信を円滑に引き継ぐことができる。
【００９０】
　なお、スケジュール情報は、ハンドオーバ要求と同時に受信する場合もあり、また、ハ
ンドオーバ要求の受信後からＶｏＩＰパケットデータの無線送信を開始するまでの何れか
のタイミングで受信する場合もある。
【００９１】
　図１０は、移動局のハンドオーバ制御の手順を示すフローチャートである。以下、図１
０に示す処理をステップ番号に沿って説明する。
　［ステップＳ４１］制御部２６０は、無線基地局１００，１００ａからの受信信号に基
づいて、各下りリンクの無線品質を測定する。無線品質の測定は、例えば、受信信号に含
まれるパイロット信号を捕捉することで行われる。そして、制御部２６０は、測定結果を
示す測定情報を出力する。送受信部２２０は、この測定情報を制御情報として無線基地局
１００に無線送信する。なお、測定情報の送信は、例えば、無線基地局１００が指定した
周期で継続的に行われる。
【００９２】
　［ステップＳ４２］制御部２６０は、無線基地局１００から制御情報としてハンドオー
バ指示を受信したか否か判断する。ハンドオーバ指示を受信した場合には、処理がステッ
プＳ４３に進められる。ハンドオーバ指示を受信していない場合には、処理がステップＳ
４１に進められ、次に測定情報を送信するタイミングを待つ。
【００９３】
　［ステップＳ４３］制御部２６０は、音声パケットデータを送信したことを示すＬ１／
Ｌ２制御信号を受信したか否か判断する。Ｌ１／Ｌ２制御信号を受信した場合には、処理
がステップＳ４５に進められる。Ｌ１／Ｌ２制御信号を受信していない場合には、処理が
ステップＳ４４に進められる。
【００９４】
　［ステップＳ４４］制御部２６０は、Blind Detectionにより、無線基地局１００から
の受信信号に含まれている音声パケットデータに相当する信号を検出する。
　Blind Detectionにおいては、例えば、無線基地局１００からの受信信号について、音
声パケットデータが抽出される可能性のある複数の抽出方法の候補について順に音声パケ
ットデータの抽出を試行し、音声パケットデータが抽出された場合に、その抽出方法が適
切な抽出方法であったと決定する。なお、音声パケットデータが抽出されたかどうかは、
所定の音声パケットデータの形式に合致するか検査したりすることで行うことができる。
【００９５】
　［ステップＳ４５］制御部２６０は、ステップＳ４３で検出したＬ１／Ｌ２制御信号ま
たはステップＳ４４の検出結果（決定した抽出方法）に基づいて、無線基地局１００から
の受信信号に含まれる音声パケットデータの全てを抽出するよう送受信部２２０に指示す
る。これにより、無線基地局１００にバッファリングされていた音声パケットデータが、
再生部２５０のバッファメモリ２５１に格納される。
【００９６】
　［ステップＳ４６］制御部２６０は、無線基地局１００から受信したハンドオーバ指示
で指定される移動先の無線基地局である無線基地局１００ａとの間で同期確立を行い、Ｖ
ｏＩＰパケット通信可能な状態にする。
【００９７】
　このようにして、移動局２００は、下りリンクの無線品質の測定情報を無線基地局１０
０に継続的に送信する。そして、無線基地局１００によってハンドオーバが決定されると
、無線基地局１００にバッファリングされている全ての（または複数Ｎ個または２個のデ
ータ量以上の量または送信可能な最大限の）音声パケットデータを無線で受信する。これ
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により、移動局２００は、有音区間でハンドオーバが発生しても、無線基地局１００にバ
ッファリングされていた音声パケットデータに基づいて、音声再生を継続することができ
る。なお、バッファリングされていた音声パケットデータは、ハンドオーバ指示前に受信
する場合もある。
【００９８】
　図１１は、ハンドオーバ制御処理の流れを示すシーケンス図である。以下、図１１に示
す処理をステップ番号に沿って説明する。
　［ステップＳ５１］移動局２００は、無線基地局１００，１００ａとの間の無線品質を
測定し、測定情報を無線基地局１００に送信する。
【００９９】
　［ステップＳ５２］無線基地局１００は、ステップＳ５１で受信した測定情報に基づい
てハンドオーバを決定し、移動先の無線基地局として無線基地局１００ａを選択する。そ
して、無線基地局１００は、無線基地局１００ａにハンドオーバ要求を送信する。
【０１００】
　［ステップＳ５３］無線基地局１００ａは、ステップＳ５２で受信したハンドオーバ要
求に基づいて呼受付制御を行い、移動局２００の受け入れを許可することを決定する。そ
して、無線基地局１００ａは、無線基地局１００にハンドオーバ応答を送信する。
【０１０１】
　［ステップＳ５４］無線基地局１００は、移動局２００のＶｏＩＰパケットデータの送
信スケジュールを示すスケジュール情報を無線基地局１００ａに送信する。
　［ステップＳ５５］無線基地局１００は、移動局２００に無線基地局１００ａへのハン
ドオーバを行うよう指示する。
【０１０２】
　［ステップＳ５６］無線基地局１００は、バッファリングされている全ての音声パケッ
トデータを移動局２００に送信する。このとき、無線基地局１００は、音声パケットデー
タを送信した旨およびパケット量を示す制御信号も送信する。なお、これ以降に無線基地
局１００に到着したＶｏＩＰパケットデータは、基地局１００の判断によって無線基地局
１００ａに回送されるか、回送されずに基地局１００により廃棄される。
【０１０３】
　［ステップＳ５７］移動局２００および無線基地局１００ａは、ＶｏＩＰパケット通信
のための接続を確立する。
　［ステップＳ５８］無線基地局１００ａは、上位局３００にハンドオーバ完了報告を送
信する。
【０１０４】
　［ステップＳ５９］上位局３００は、ステップＳ５８で受信したハンドオーバ完了報告
に基づいて、移動局２００宛てのパケットの転送先を無線基地局１００ａに変更する。そ
して、上位局３００は、無線基地局１００ａにハンドオーバ完了応答を送信する。
【０１０５】
　［ステップＳ６０］無線基地局１００ａは、無線基地局１００にリソース解放指示を送
信する。無線基地局１００は、上位局３００・無線基地局１００・移動局２００の伝送経
路のために確保しているリソースを解放する。
【０１０６】
　なお、ステップＳ５６の音声パケットデータの送信は、ステップＳ５３からステップＳ
５７までの間に行えばよい。また、ステップＳ５４のスケジュール情報の送信は、ステッ
プＳ５２から無線基地局１００ａがＶｏＩＰパケットデータの送信を開始するまでの間に
行えばよい（ステップＳ５２に含ませて送信してもよい）。
【０１０７】
　次に、バッファリングされている音声パケットデータを無線送信するタイミングの詳細
について説明する。無線送信のタイミングには複数通り考えられる。以下、３つの具体例
を挙げる。
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【０１０８】
　図１２は、パケットの流れの第１の例を示す図である。図１２の例では、移動局２００
ａが音声データを含む音声パケット（図中では数字１～７で表記）を２０ｍｓ間隔で送信
し、その後、背景雑音データを含む背景雑音パケット（図中ではＮと表記）を１６０ｍｓ
間隔で送信する。ここでは、音声符号化方式としてＡＭＲ（Adaptive Multi-Rate）を用
い、符号化レートを１２．２ｋｂｐｓとした場合を想定している。
【０１０９】
　移動局２００ａが送信した音声パケット（音声パケット＃１～＃４）は無線基地局１０
０に転送される。ここで、伝送時間は輻輳などの影響により一定とならないため、無線基
地局１００への音声パケットの到着間隔は厳密に２０ｍｓにはならない。無線基地局１０
０は、３つの音声パケット（音声パケット＃１～＃３）がバッファリングされるのを待ち
、その後、２０ｍｓ間隔で移動局２００に音声パケットを無線送信する。移動局２００へ
の音声パケットの到着間隔も厳密に２０ｍｓにはならない。移動局２００は、バッファメ
モリを用いて受信間隔の揺れを吸収して、受信した音声パケットに含まれるデータを順次
２０ｍｓ間隔で復号・再生する。
【０１１０】
　ここで、無線基地局１００に音声パケット＃３，＃４がバッファリングされている状態
で、無線基地局１００から無線基地局１００ａへのハンドオーバが決定されたとする。す
ると、無線基地局１００は、ハンドオーバ前のスケジュールで特定される２０ｍｓ周期の
送信タイミングのうちハンドオーバ決定後に最初に到来するタイミングで、音声パケット
＃３，＃４を移動局２００に無線送信する。移動局２００は、受信した音声パケットをバ
ッファリングしておく。
【０１１１】
　その後、移動局２００ａが送信した音声パケット（音声パケット＃５～＃７）は無線基
地局１００ａに転送される。無線基地局１００ａは、無線基地局１００から受信したスケ
ジュール情報に基づいて、バッファリング量を３パケットと決定し、３つの音声パケット
（音声パケット＃５～＃７）がバッファリングされるのを待ち、その後、２０ｍｓ間隔で
移動局２００に音声パケットを無線送信する。移動局２００は、無線基地局１００ａが音
声パケットの送信を開始するまでの間は、無線基地局１００から纏めて受信した音声パケ
ットに基づいて音声再生を継続することができる。
【０１１２】
　また、移動局２００ａが音声パケット＃７の後に送信した背景雑音パケットは、無線基
地局１００ａに転送される。無線基地局１００ａは、音声パケット＃７を送信してから１
６０ｍｓ後に、背景雑音パケットを移動局２００へ無線送信する。移動局２００は、音声
パケット＃７のデータを再生してから１６０ｍｓ後に、背景雑音パケットに含まれるデー
タを復号して背景雑音を再現する。
【０１１３】
　このように、無線基地局１００にバッファリングされている音声パケットを、元々スケ
ジューリングされているタイミングで無線送信することで、送信のための無線リソースの
確保が容易となる。
【０１１４】
　図１３は、パケットの流れの第２の例を示す図である。音声パケットおよび背景雑音パ
ケットの伝送の全体的な流れは図１２に示したものと同様である。ただし、無線基地局１
００は、元々のスケジュールに拘わらず、ハンドオーバ決定後できる限り早いタイミング
で、バッファリングされている音声パケットデータを移動局２００に無線送信する。ここ
で、できる限り早いタイミングとは、例えば、送信のための無線リソースを確保可能なタ
イミングのうち最も早いタイミングである。
【０１１５】
　このように、無線基地局１００にバッファリングされている音声パケットを、元々スケ
ジューリングされているタイミングに拘わらず可能な限り早いタイミングで無線送信する
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ことで、移動局２００への音声パケットの到着が再生のタイミングに間に合わないリスク
をより低減することができる。
【０１１６】
　図１４は、パケットの流れの第３の例を示す図である。音声パケットおよび背景雑音パ
ケットの伝送の全体的な流れは図１２に示したものと同様である。ただし、無線基地局１
００は、バッファリングされている音声パケットデータを１回に送信せずに、複数回に分
けて送信する。
【０１１７】
　このように、複数回に分けて送信することで、送信のための無線リソースの確保がより
容易となる。なお、各回の送信タイミングは、図１２に示した例のように元々スケジュー
リングされているタイミングとしてもよいし、図１３に示した例のように元々スケジュー
リングされているタイミングに依存しない任意のタイミングとしてもよい。
【０１１８】
　このような移動通信システムを用いることで、移動局が所定の周期で音声パケットデー
タを再生中にハンドオーバが生じても、音声パケットデータの到着が再生タイミングに間
に合わない危険性を低減できる。また、移動元の無線基地局から移動先の無線基地局にス
ケジュール情報が送信されるため、音声パケットデータの伝送の引き継ぎが円滑に行われ
る。従って、ハンドオーバ時の音声再生品質の低下が抑制される。
【０１１９】
　［第２の実施の形態］
　次に、第２の実施の形態を図面を参照して詳細に説明する。前述の第１の実施の形態と
の相違点を中心に説明し、同様の事項については説明を省略する。
【０１２０】
　第２の実施の形態に係る移動通信システムは、図２に示した第１の実施の形態に係る移
動通信システムと同様のシステム構成によって実現できる。また、第２の実施の形態に係
る無線基地局および移動局は、図３に示した無線基地局１００および図４に示した移動局
２００と同様のモジュール構成によって実現できる。ただし、有音区間から無音区間への
切り替わり時の制御が、第１の実施の形態と異なる。以下、第１の実施の形態で用いた符
号と同様の符号を用いて第２の実施の形態を説明する。
【０１２１】
　図１５は、パケット送信制御の他の手順を示すフローチャートである。以下、図１５に
示す処理をステップ番号に沿って説明する。
　［ステップＳ６１］制御部１６０は、移動局２００との間でPersistent Schedulingに
関するシグナリング（制御信号の送信）を行う。そして、制御部１６０は、ＶｏＩＰパケ
ットデータを送信できる状態にする。
【０１２２】
　［ステップＳ６２］制御部１６０は、有音区間の開始であるか否か判断する。有音区間
の開始である場合には、処理がステップＳ６３に進められる。有音区間の開始でない場合
には、処理がステップＳ６５に進められる。
【０１２３】
　［ステップＳ６３］制御部１６０は、バッファメモリ１１０にバッファリングメッセー
ジで指定された量（例えば、２～３パケット分）の移動局２００宛ての音声パケットデー
タがバッファリングされるのを待つ。
【０１２４】
　［ステップＳ６４］制御部１６０は、ステップＳ６３のバッファリングが完了すると、
バッファリングされている音声パケットデータを有音区間に対応する周期（例えば、２０
ｍｓ周期）で順次送信するよう制御する。その後、処理がステップＳ６２に進められる。
【０１２５】
　［ステップＳ６５］制御部１６０は、無音区間の開始であるか否か判断する。無音区間
の開始である場合には、処理がステップＳ６６に進められる。無音区間の開始でない場合
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には、処理がステップＳ６８に進められる。
【０１２６】
　［ステップＳ６６］送受信部１４０は、制御部１６０の指示に基づいて、有音区間から
無音区間への移行を示す制御信号を移動局２００に送信する。
　［ステップＳ６７］制御部１６０は、バッファリングされている背景雑音パケットデー
タを無音区間に対応する周期（例えば、１６０ｍｓ周期）で順次送信するよう制御する。
その後、処理がステップＳ６２に進められる。
【０１２７】
　［ステップＳ６８］制御部１６０は、移動局２００と移動局２００ａとの間のＶｏＩＰ
パケット通信が終了したか否か判断する。通信が終了した場合には、移動局２００宛ての
ＶｏＩＰパケットデータの送信制御を終了する。通信が終了していない場合には、処理が
ステップＳ６２に進められる。
【０１２８】
　このようにして、無線基地局１００は、音声パケットデータの取得後に背景雑音パケッ
トデータを取得すると、有音区間から無音区間への移行を示す制御信号を、移動局２００
に送信する。これにより、移動局２００は無音区間への移行をより早く認識できる。
【０１２９】
　そして、移動局２００は、Persistent Schedulingにより特定されるタイミング以外の
時間帯は受信回路の電源をＯＦＦにすることができる。このとき、送受信周期の長い無音
区間への移行をいち早く認識できると、有音区間の終了後即座に受信回路の電源をＯＮに
する回数を減らすことができ、移動局２００の消費電力をより抑制することができる。
【０１３０】
　図１６は、パケットの流れの第４の例を示す図である。音声パケットおよび背景雑音パ
ケットの伝送の全体的な流れは図１２に示したものと同様である。ただし、無線基地局１
００ａは、最初の背景雑音パケットを送信する前に制御信号を移動局２００に送信する。
例えば、無線基地局１００ａは、最初の背景雑音パケットの到着直後に、背景雑音パケッ
トの送信順番がいつ到来するかを制御信号で通知することが考えられる。また、最後の音
声パケット（音声パケット＃７）の送信と同時またはその直後に、次に背景雑音パケット
を送信することを制御信号で通知することも考えられる。
【０１３１】
　このように、元々スケジューリングされている背景雑音パケットの送信タイミング（最
後の音声パケットを送信してから１６０ｍｓ後）の前に制御信号を送信することで、移動
局２００はより早く無音区間への移行を知ることができる。これにより、移動局２００は
、最後の音声パケット受信から１６０ｍｓ経過しなくても、１６０ｍｓ周期の間欠受信モ
ードに移行することができる。
【０１３２】
　なお、到着したＶｏＩＰパケットが音声パケットであるか背景雑音パケットであるかは
、例えば、パケットサイズに基づいて判断することができる。背景雑音パケットは音声パ
ケットよりもパケット長が短いことが多いためである。
【０１３３】
　図１７は、パケットの流れの第５の例を示す図である。音声パケットおよび背景雑音パ
ケットの伝送の全体的な流れは図１６に示したものと同様である。図１７では、無線基地
局１００ａは、最後の音声パケットの送信後、制御信号に代えてまたは制御信号と共に背
景雑音パケットを移動局２００に送信する。すなわち、無線基地局１００ａは、最初の背
景雑音パケットについては、元々スケジューリングされている背景雑音パケットの送信タ
イミングに拘わらず送信を行う。移動局２００は、受信した背景雑音パケットをバッファ
リングし、元々スケジューリングされているタイミングで復号して背景雑音を再現する。
【０１３４】
　このように、制御信号に代えてまたは制御信号と共に背景雑音パケットを送信するによ
っても、移動局２００はより早く無音区間への移行を知ることができ、より早く１６０ｍ
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ｓ周期の間欠受信モードに移行することができる。
【０１３５】
　このような移動通信システムを用いることで、第１の実施の形態と同様の効果を得られ
る。更に、第２の実施の形態に係る移動通信システムを用いることで、移動局２００の消
費電力が低減される。
【０１３６】
　なお、上記第１の実施の形態および第２の実施の形態で示した具体的な装置構成を、他
の装置構成に変更することも可能である。例えば、無線基地局および移動局に複数のアン
テナを設けて、ＭＩＭＯ（Multiple Input Multiple Output）通信を行うようにしてもよ
い。また、ハンドオーバの決定を無線基地局が行う代わりに、移動局やコアネットワーク
内のサーバ装置が行うようにしてもよい。
【０１３７】
　また、無線部分については、ＣＤＭＡやＯＦＤＭＡ（Orthogonal Frequency Division 
Multiple Access）などの種々の多重化方式を採用でき、ＱＡＭ（Quadrature Amplitude 
Modulation）やＱＰＳＫ（Quadrature Phase Shift Keying)などの種々の変調方式を採用
でき、畳み込み符号やターボ符号などの種々の符号化方式を採用することができる。
【０１３８】
　上述した実施例を別の側面から表現すると、移動局において所定の周期で利用されるデ
ータブロック（再生に供される音声パケットデータ）を、無線基地局から移動局に無線送
信する移動通信システムにおける制御方法において、取得した移動局宛てのデータを記憶
部（基地局のバッファメモリ）に格納し、記憶部（バッファメモリ）内の移動局宛てのデ
ータが、所定量（例えば、複数Ｎ個の音声パケットデータ）に達するのを待って、その後
、所定の周期（例えば２０ｍｓ）で記憶部内のデータを移動局に順次無線送信する処理を
開始し、移動局についてのハンドオーバが決定されると、他の無線基地局へ接続が切替え
られる前に、記憶部（バッファメモリ）に記憶されているデータのうち、少なくともデー
タブロックのＮ（２以上の自然数）個分以上のデータを一度に移動局に無線送信するとも
いえる。ここで、所定量は、データブロックのＮ（２以上の自然数）個分以上であるとす
る（図１２参照）。もしくは、無線伝播状況により、データブロック２個に対応するデー
タ量以上のデータ量である。
【０１３９】
　これによれば、移動局宛てのデータが、所定量（例えば、複数Ｎ個の音声パケットデー
タ）に達するのを待ってから無線基地局から音声パケットデータの送信が開始されるので
、無線基地局の切り替えの必要が生じた場合に、記憶部に複数のデータブロック分のデー
タが格納されている可能性が高まり、その複数のデータブロックを一度に移動局に無線送
信するから、移動局は、その受信からある程度の時間、無線基地局からデータブロックを
受信しなくとも所定の周期で利用するデータブロックを、その複数のデータブロックでま
かなうことができる。
【０１４０】
　また、上述した実施例を別の側面から表現すると、相手装置（例えば移動局）に対して
、所定の周期で音声パケットデータを無線送信する無線装置（例えば基地局）と相手装置
とを備えた移動通信システムにおける制御方法において、相手装置（例えば移動局）の接
続先が、その無線装置から他の無線装置に切替えられる場合に、切替え前において、所定
の周期（例えば、音声区間におけるPersistent Scheduling）に従っていないタイミング
で音声パケットデータを無線装置（例えば基地局）から送信し、相手装置（例えば移動局
）は、所定の周期に従っていないタイミングで送信される音声パケットデータを受信する
ともいえる（図１３参照）。
【０１４１】
　これによれば、所定の周期に従っていないタイミングで音声パケットデータを無線装置
から送信するため、所定の周期が訪れる前に音声パケットデータを送信してしまい、切り
替えの作業を早期に開始し、完了することも可能となる。
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　また、上述した実施例を別の側面から表現すると、無線基地局から移動局へ音声パケッ
トデータの送信を行う移動通信システムにおける制御方法において、無線基地局と移動局
とのうち、少なくとも一方が、他方に対して、無線基地局のバッファメモリに所定量の音
声パケットデータが格納されてから、無線基地局のバッファメモリに格納された音声パケ
ットデータの送信を無線基地局が開始する所定のバッファリング処理を実行するか否かを
示す制御信号、または、移動局のバッファメモリに所定量の音声パケットデータが格納さ
れてから、移動局のバッファメモリに格納された音声パケットデータの再生を移動局が開
始するバッファリング処理をするか否かを示す制御信号を送信し、制御信号を受信した無
線基地局または移動局は、制御信号に基づいて送信制御または再生制御を行うともいえる
。
【０１４３】
　上述したバッファリングメッセージがこの制御信号の１例であるが、このような制御信
号を送信し、受信側がそれに従うことで、バッファリング処理をどの装置で実行するか、
しないかを円滑に制御することができる。
【０１４４】
　また、上述した実施例を別の側面から表現すると、相手装置に対して、第１の周期で音
声パケットデータを無線送信するモード（例えば有音区間におけるモード）から、第１の
周期より長い第２の周期で背景雑音パケットデータを無線送信するモード（例えば、無音
区間におけるモード）に切替えて送信を行う無線装置と相手装置とを備えた移動通信シス
テムにおける制御方法において、モードの切り替えにより最初に送信される背景雑音パケ
ットデータの送信タイミングよりも早いタイミングで、モードの切り替えを通知する信号
を無線通信装置から相手装置に送信し、相手装置は、その信号を受信して受信制御に用い
るともいえる。
【０１４５】
　これによれば、相手装置は、モードの切り替わりを早期に検出し、受信制御に利用する
ことができる。例えば、相手装置は、第１の周期より長い第２の周期による無線送信モー
ドの切り替わりを早期に認識し、第１の周期に従った受信処理を行わない動作を実行する
ように切替えることもできる。例えば、第２の周期の最初の送信まで受信部の電源をオフ
としたり、他の信号の受信を行うようにすることもできる。図１７の例では、制御信号の
受信からＮの最初の受信までの期間、受信部の電源をオフとすることもできる。
【０１４６】
　上記については単に本発明の原理を示すものである。さらに、多数の変形、変更が当業
者にとって可能であり、本発明は上記に示し、説明した正確な構成および応用例に限定さ
れるものではなく、対応するすべての変形例および均等物は、添付の請求項およびその均
等物による本発明の範囲とみなされる。
【符号の説明】
【０１４７】
　１０，１０ａ　無線基地局
　１１　バッファメモリ
　１２　送信部
　２０　移動局
　２１　受信部
　２２　再生部
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